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城郭探訪
ま ち づ く り と 城 の 址

自
然
豊
か
な
ま
ち「
宇
和
島
」

　

宇
和
島
市
は
四
国
の
西
南
部
に
位
置
し
、
東
は

標
高
１
１
５
１
ｍ
の
鬼
ヶ
城
山
を
中
心
と
し
た

鬼
ヶ
城
山
系
に
、
西
は
入
り
江
と
半
島
が
複
雑
に

入
り
組
ん
だ
リ
ア
ス
海
岸
に
挟
ま
れ
た
自
然
豊
か

な
ま
ち
で
す
。
江
戸
時
代
は
「
伊
達
10
万
石
の
城

下
町
」
と
し
て
、
近
代
以
降
は
西
南
四
国
地
域
の

中
核
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

宇
和
島
城
の
成
り
立
ち

　

宇
和
島
城
は
市
街
地
の
中
心
に
位
置
す
る
標
高

73
ｍ
の
丘
陵
に
あ
る
城
跡
で
す
。
戦
国
時
代
に
は

伊
予
西
園
寺
氏
の
支
城
と
し
て
中
世
山
城
が
あ
り

ま
し
た
が
、
文
禄
４（
１
５
９
５
）年
に
築
城
の
名

手
と
う
た
わ
れ
る
藤
堂
高
虎
が
宇
和
郡
を
与
え
ら

れ
、
翌
慶
長
元（
１
５
９
６
）年
か
ら
城
の
改
修
を

開
始
し
て
、
石
垣
造
り
の
近
世
城
郭
へ
と
姿
を
変

え
ま
し
た
。
山
の
形
状
を
利
用
し
た
不
等
辺
五
角

形
の
縄
張
で
、
西
側
２
辺
は
海
に
面
し
、
残
る
３

辺
は
海
水
を
引
き
入
れ
堀
と
し
た
海
城
で
し
た
。

現
在
は
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
堀
を
見
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
町
割
に
五
角
形
の
名
残
が
見
て
取

れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
伊
達
政
宗
の
長
男
秀
宗

が
宇
和
郡
10
万
石
を
与
え

ら
れ
て
宇
和
島
城
に
入
り
、

そ
の
後
明
治
維
新
ま
で
宇

和
島
伊
達
家
９
代
の
居
城

と
し
て
在
り
続
け
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
２
代
藩
主

宗
利
の
時
代
に
は
宇
和
島

城
の
大
改
修
を
行
い
ま
す
。

こ
の
時
に
建
て
ら
れ
た
天

守
が
現
存
12
天
守
の
一
つ

と
し
て
今
も
残
り
、
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
幕
末
以
降
に
海
や

堀
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
今
で
は
宇
和
島

城
が
市
街
地
の
中
心
に
位

置
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

宇
和
島
城
を
襲
っ
た
３
度
の
危
機

　

藤
堂
高
虎
が
築
き
、
伊
達
家
へ
と
受
け
継
が

れ
た
宇
和
島
城
で
す
が
、
そ
の
存
亡
の
危
機
が

３
度
訪
れ
ま
す
。
１
度
目

の
危
機
は
幕
末
、
安
政
元

（
１
８
５
４
）
年
に
西
日
本

か
ら
東
日
本
の
広
範
な
地

域
を
襲
っ
た
安
政
の
大
地

震
で
す
。
同
年
11
月
５
日

に
発
生
し
た
地
震
は「
安
政

南
海
地
震
」
と
も
呼
ば
れ
、

宇
和
島
城
も
天
守
を
含
む

多
く
の
建
物
が
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
天
守
は
万
延

元
（
１
８
６
０
）
年
に
修
理

を
行
い
、
そ
の
時
の
修
理

記
録
は
今
も
天
守
内
部
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
度
目
の
危
機
は
明
治

６
（
１
８
７
３
）
年
の
廃
城

宇和島城と宇和海

３
度
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
城

―
宇
和
島
城
と
ま
ち
が
歩
ん
だ
４
０
０
年
の
歴
史
―

宇う
わ
じ
ま

和
島
市
長（
愛
媛
県
）　
岡お

か
は
ら原
文ふ

み
あ
き彰

宇和島城
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令
で
す
。
こ
の
廃
城
令
に
よ
り
多
く
の
城
郭
が
廃

城
と
な
り
、
櫓
な
ど
の
建
物
が
廃
棄
さ
れ
ま
し
た

が
、
宇
和
島
城
は
存
城
処
分
と
し
て
危
機
を
逃
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
存
城
処
分
は
城
を
文
化
財

と
し
て
保
存
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
軍
用

地
と
し
て
使
用
す
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
そ
の

後
、
明
治
22（
１
８
８
９
）年
に
伊
達
家
は
宇
和
島

城
の
払
下
げ
を
政
府
に
願
い
出
て
、
翌
年
、
宇
和

島
城
は
再
び
伊
達
家
の
所
有
と
な
り
ま
す
。

　

３
度
目
の
危
機
は
第
二
次
世
界
大
戦
で
す
。
戦

争
末
期
に
宇
和
島
は
幾
度
も
空
襲
を
受
け
、
城
山

と
天
守
は
難
を
逃
れ
ま
し
た
が
、昭
和
20（
１
９
４
５
）

年
７
月
12
日
に
は
当
時
国
宝
で
あ
っ
た
追
手
門
に

も
火
の
手
が
回
り
、
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

宇
和
島
城
を
守
り
・
つ
な
ぐ
た
め
に

　

幾
度
も
の
危
機
を
乗
り
越
え
そ
の
姿
を
保
ち
続

け
て
き
た
宇
和
島
城
で
す
が
、
近
い
将
来
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
震
度
６
以

上
の
揺
れ
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
災
害
へ
の
備
え

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
天
守
の
耐
震

診
断
を
進
め
る
と
と
も
に
石
垣
の
補
強
工
事
に
着

手
し
、
人
的
被
害
や
損
失
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
歴
史
的
価
値
を
地
域
の
発
展
に
生
か

す
取
り
組
み
と
し
て
、
市
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
天
守

の
モ
チ
ー
フ
を
採
用
し
た
ほ
か
、
昨
年
度
に
は「
宇

和
島
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
５ 

Ｕ
Ｗ
Ａ

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ 

Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｓ
」
を
開
催
し
、
天
守
や

石
垣
を
展
示
空
間
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
新

た
な
宇
和
島
城
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

先
人
が
守
り
・
つ
な
い
で
き
た
宇
和
島
城
を
確

実
に
次
世
代
へ
と
継
承
し
、
そ
し
て
、
地
域
活
性

化
や
文
化
創
造
に
向
け
た
活
力
と
な
る
よ
う
今
後

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

宇和島城天守

万延元年修理時に作成した天守の雛形

会
見
の
松

　

慶
応
３
年
に
西
郷
隆
盛
は
宇
和
島
を
訪
れ
て
い

た
。
応
対
し
た
前
藩
主
・
伊
達
宗
城
は
、
土
佐
の

山
内
容
堂
、
福
井
の
松
平
春
嶽
、
薩
摩
の
島
津
斉

彬
と
並
び
「
幕
末
の
四
賢
侯
」
と
し
て
誉
れ
高
く
、

ま
た
勤
王
の
志
が
厚
か
っ
た
。

　

詩
人
の
高
橋
新
吉
に
よ
る
「
宇
和
島
御
殿
町
の

黒
松
」に
は
、
西
郷
の
急
な
来
訪
と
、
上
京
を
促
す

鋭
い
舌ぜ

っ
ぽ
う鋒
に
対
し
、
宗
城
は「
京
に
な
じ
み
の
女
で

も
い
る
の
か
」と
か
ら
か
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

か
く
し
て
５
月
に
は
宗
城
、
容
堂
、
春
嶽
に
加

え
島
津
久
光
の
四
侯
が
京
都
に
集
ま
り
、
長
州
藩

の
処
分
や
兵
庫
開
港
な
ど
重
要
案
件
を
議
し
た
。

結
果
、
話
し
合
い
は
ま
と
ま
ら
ず
、
薩
摩
藩
は
倒

幕
へ
と
か
じ
を
変
え
た
。
そ
の
会
議
の
起
点
と

な
っ
た
宇
和
島
で
の
西
郷
・
宗
城
会
談
が
開
か
れ

た
の
が「
会
見
の
松
」の
下
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

昭
和
51
年
時
点
で「
会
見
の
松
」は
、
伊
達
家
の

屋
敷
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
宇
和
島
市
立
伊
達
博
物

館
前
に
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
黒
松
の
下
で
、
宗

城
は
陪
臣
の
身
で
あ
る
西
郷
吉
之
助
を
歓
待
し
、

胸
襟
を
開
い
て
語
り
合
っ
た
。『
史
伝
の
人
と
そ

の
周
辺　

伊
予
の
巻
』に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
会

談
の
模
様
は
『
中
岡
慎
太
郎
日
記
』
に
詳
し
い
そ

う
だ
。

　

伊
達
宗
城
は
他
の
幕
末
の
英
雄
に
比
べ
知
名
度

は
低
い
が
、
蘭
学
者
の
高
野
長
英
を
宇
和
島
に
招

い
た
り
、
戊
辰
戦
争
勝
利
の
立
役
者
と
な
る
村
田

蔵
六
、
後
の
大
村
益
次
郎
を
高
禄
で
召
し
抱
え
た

り
と
先
見
の
明
が
あ
っ
た
君
主
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
最
後
に「
会
見
の
松
」の
現
在
に
つ
い
て

だ
が
、
伊
達
博
物
館
に
よ
る
と
同
館
前
の
道
路
中

央
分
離
帯
に
あ
る
松
が
二
代
目
で
あ
り
、
初
代
の

松
は
虫
害
に
よ
っ
て
昭
和
53
年
に
伐
採
さ
れ
、一
部

が
同
館
に
保
存
・
展
示
さ
れ
て
い
る
。
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